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概要 

本研究 は 。 情報通信分野の 科学技術予測調査文書を 事例とし 

て 。 文書の関係を 定量的に分析し ，特定科学技術分野の 特徴を 

を用いて， 1 9 ァ 1 年 より， 8 回難されている   

デルファイ調査の 特徴は，以下の 通りであ る   

の 構造を把握。 分析するものであ る   

本研究では，情報通信分野の 科学技術予測調査文書を 事例と 

展 シナリ才調査 ( 以下 ; 発展シナリオ 調査」 ) 」田で蓄積された 

技術予測文書を 利用した．これらの 資料に対して ，㈲デルプ ァ 

イ調査結果と 発展シナリオ 調査の対応関係，㈲ 発展シナリオの 旨の質問が蔓 延することであ る   

相互関係，の 構造を把握。 分析を行った．定量的分析には 形態 では，次の 2 点を導入した． 第 玉ほ， @ 好 - 領 

鶉手 析 ツール r% ㏄ der 」同を使用し ，発展シナリオの 解析を 域 という階層構造であ る．第 2 は，技術の発展 段 

行った・また ，構造の把握には ，ソーシャルネットワーク 分析 階 ごとの設問設定であ る   

ソフトウェア 田 C コ魑皿 [7@ 用いてイットワーク 分析を行った   

調査   入れられた，注目科学技術 

領域の発展シナリオ 調査 ( 以下「発展シナリボ 調査 i) は，科学   

本分析では文部 秤学省 科学技術政策研究所が 実施してきた 技 技術。 社会の各分野において ，主観的かつ 規範的な将来の ビジ 

術 予測調査を利用した．以下でこの 調査から得られる 文書につ コ ンを描いてみるという 意味において ，従来から予測調査とし 

いて概要を説明する   て 行なわれてきたデルファイ 調査を補完する 位置付け @ こ あ る   

文部科 @ 習科学技術政策研究所 は ， 30 年に渡り技術予測調 発展シナリオ 調査は ，そ c@) 調査方法自体が 我が国の か号 - 

査 として ヂ ルファイ法を 用いてきた。 しかし，環境の 変化や今 演帰記査 としては初めての 試みであ る   

後の科学技術政策の 検討をするためには ，デルファイ 調査を補 一方，将来の 科学技術政策に 対する具体的な 戦略。 戦術を考 

      備 何 % 性を高めることが 必要であ る・以上の理由により。 新 えるために，これまでにも 種々の調査が 行われている．しかし ， 

たに発展シナリ 才調査を含む 3 つの調査が実施された   その多く ぼ ，過去。 現在の状況分析をもとに ，個々の 問 
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1 回 。 。 。 。 回   
    

  シナリオ 門 

② 

ロセス 

解決しようとするものであ る． しかしながら ，想定される 戦略 

( 将来のビジョン ) が。 過去あ るいは現在の 問題への解決方法 

2 部グラフを作成し ，頂点間のうベルとして 出現頻度を付加 

した・ 

例えば， 図 1 中の卸 2 は，領域内のキープ 

計を表し， 表 i で示したシナリオの 一つ 

学 」を文書無としその 中でキープ - ド の 

になり，戦術 ( 対策 ) が後手に回る ，という可能性があ る．発 

展シナリオ調査では ，将来ビジョンの 不確定さという 懸念をあ 

えて容認したうえで ，過去。 現在の状況分析をもとに ，まず， 

将来の発展シナリオを 描き，その発展シナリオに 向けてとるべ 

。 戦術 ) を引き出そうするものであ る． 

発展シナリ才調査では ，今後 1 0 ～ 30 年 程度を見通した 場合 

に ，社会。 経済的な貢献が 大きい科学技術領域。 革新的な知識 

を生み出す可能性を 持っ領域などを 48 領域を抽出されている   

デルファイ調査では 有識者が検討し ，科学技術全体を 1 3 の 

調査対象分野に 分けている．情報通信は 分野の一つで 各分野に 

は技術の範囲を 規定する @ 域」が定義されている ，これは有 

識者のパネルによって 議論の上で定められたもので ，この @ 
域」を以下で 述べる分析の 基本単位として 利用すること @ こする． 

これにより「領域」と 発展シナリオ 調査で得られた 文書との対 

応関係を分析し ，分野の持つ 時数を分析する． 

今回は 13 分野の中から ，「情報通信」分野を 対象に分析を 行 

った。 情報通信分野には 衰 えに示す 9 領域が設定され ，領域毎 

に 各キ - ワードを選別した． 

情報通信分野 9 領域と発展シナリオ 文書の対応関係を 調べる 

ため，図工に 図示したプロセスにより 以下のプロセスで 分析を 

行った。 

① : それぞれの領域を 特徴付けるキーワードを 選別し ， 得られ 

たキープード 群により分析対象の 領域とした。 

② : 発展シナリオ 調査から表 2 に示した 21 のシナリオを 選び。 

①で得た領域 毎の キープードにより ，各シナリオの ( キープ 

ード ) 頻度ベクトルを 作成した． 

③ : 領域の集合とシナリオ 文書の集合を 異なる頂点集合とする 
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図 2  シナリオの相互 

分析で留意した 点は，対応する 領域を過不足なく 正確に表す 

キープードを 選定するように 努めたことであ る．考察で得られ 

たグラフにより ，領域 群と シナリ ホ 群の関係が視覚 ィ 巴でき，出 

現頻度の値が 大きければ大きいほど ，両者にはより 密接な関係 
であ る． 

次に科学技術の 特徴を抽出した 上で，発展シナリオの 関係の 

分析を行うために 別のキーワードのセットを 選別した． 

                

の プロセス 図 

て キーワードの 出現頻度を表す ，頻度ベクトルを 形態素解 

析ツールを用いて 作成した． 

③ : ②で得た べ クトルの内積を 求め，文書問の 関連 度 を託 

した。 この 官ま シナリオ間の 相関を見るため ，大き け れ 

ば大きいほど ， 両 文書の関連性 は 高いと判断できる．③ 

ネ、 ツ トワーク図を 作成した   
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 - 方，発展シナリ 才調査よりシナリオ 文書を選択した．選択 

したシナリオは ，以下であ る． 

表 4  ンナリ 

次に，シナリオ 間の相関関係を 分析するた 樹こ 行ったプロセス 

を 示す   

① : 俺 8 あ るシナリオ文書から 表 4 の ゑ Cn 文書を選んだ． 

②㍑ り @ こ 選んだ技術分野のキーワード 群により，各文書に 対し 

図 3, は，デルファイ 調査 9 領域とシナリオ 調査との対応関係 

を表した 2 部グラフであ る．この図において ，領域 (d i) と 

シナリオ (5 パが無 周辺で連結していることは ， 3. 1 で 述 

よ う に。 S j に d @ で選別したキープードの 田 

植以上であ ることを意味する．図 3 ぼ 閾値 1 0 

グラフであ る． 

この 国 より，領域 1 @ 大規模   清報 処理」 ( 図 3 中 ， d いで 

揚げたキーワード ，高速，ディジタル ，情報，モノ ソル 等は， 

どのシナリオにも 出現し，近年の 高度情報化。 ディジタル。 モ 

バイル社会の 進展と重要性がこの 分析からも裏 付けられる．同 

様のことが，ハードウェア ， ソフトウェア。 ネットワークなど 

の キーワード群で 代表される領域 2 l ハイプロダクティビティ 

コンピューティンバ」 ( 図 3 中 ， d2) についても言える． 

一方。 コンピュ @ 夕や ネットワークなどよりは 最近の話題で 

あ るセキュリティ ， ユビキ タス領域などは。 前者と比較すると 

その 出 が低 く，今後重点的に 効果的な施策 ぞ 事業が必要 

とされる領域であ ることがグラフから 見て取れる．他の 閾値に 

ついても同様のバラフを 得た   
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図召は ，シナリオ間のネットワーク 図であ る．頂点として 表現 

したシナリオ S @, S j 間が有両辺で 結合していることは ，シナ 

リオ S @ と S j @ こほ 意味的にあ る程度近い関連性があ ることを 

示す・正確にほ ， 両 シナリオのキープード 頻度ベクトルの 内積が 

あ る 値 ( 闘齢 以上であ ることを表す．ここでは ，大炊 教 @ こ よる 

中 ，む か 生を視覚化する 目的荷向グラフで 表現した． 

その結果，⑨のシナリオ @ 子清韓技術」が 他の分野と相関性 

が 高いことが分かる。 すなわち， @ 礎 研究であ りながら関連分 

野の他の研究とどれも 関係があ る」ということ ヵ ; 言える． 

すひ 
では，科学 封掛 市女 策   信 分野」に焦点を 当て ，当 

該分野に関連する 調査研究文書を 解析した． 

に関して r シソーラス分析」を 実施し ， 

と 相互関係を検証した．分析の 対象とし 

が実施した「デルファ イ 調査」と @ 自科学 

技術領域の発展シナリオ 調査」 

い る資料を利用した．本分析は 

科学技術分野の 変 ィヒ を視覚的に把握する 目的で行った．近年注 

目されているネットワーク 分析の手法が ，こうした文書問の 関 

係，文書の分析にも 有効であ ると考えられる． 

としては，抽出したキープードの 適正，妥当性を 

蒐服するために ，知識システムの 分野で盛んに 研究が行われて 

いる " オントロジー 回 技術を用い，キーワードの 作成を行 う こ 

とが考えられる． 

オントロジーとは「知識システムを 構築する際の 構成要素と 

して用いられる 。 語彙の体系」と 言われており ，知識 

べ ー ス な 構築する際の 背景のバッタボーンに 情報を提供する 為 ， 

知識の共有，再利用に 大きく貢献すると 考えられている． 

究 で取り上げた 科学技術予測調査に 関しては。 桑原糖 隆 

文部科学 省 科学技術政策研究所総務研究官にご 指導を賜りまし 

た。 また，東京大学先端科学技術研究センター 教授爵 場靖憲 先 

生には，ネットワーク 分析手法をはじめとし ，研究上のご 指導 

を賜りました．ここに 記して感謝の 意を表したいと 存じます． 
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